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今
か
ら
約
八
〇
〇
年
前
、
日
本
列
島
各
地
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
源
平
合
戦
の
最
中
、
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝

が
頼
り
と
す
る
一
方
、
大
変
恐
れ
た
武
士
団
が
甲
斐
国
に

い
ま
し
た
。「
甲
斐
源
氏
」
と
呼
ば
れ
る
清
和
源
氏
の
一

族
で
す
。

　
甲
斐
源
氏
は
、
平
安
時
代
後
期
の
武
将 

源
義
光
を
先

祖
と
し
て
い
ま
す
。
義
光
は
、
武
芸
を
も
っ
て
朝
廷
や
都

を
守
る
軍
事
貴
族
で
あ
っ
た
清
和
源
氏
の
一
族
で
、
園
城

寺
（
三
井
寺
・
滋
賀
県
）
の
守
護
神
で
あ
る
新
羅
明
神
の

社
前
で
元
服
（
成
人
の
こ
と
）
し
た
た
め
「
新
羅
三
郎
」

と
称
し
ま
し
た
。

　
義
光
は
、
東
北
地
方
で
起
こ
っ
た
後
三
年
合
戦

（
一
〇
八
三
～
一
〇
八
七
）
で
は
、
兄
の
源
義
家
（
八
幡

太
郎
、
頼
朝
・
義
経
の
先
祖
）
を
助
け
て
活
躍
し
、
そ
の

名
を
世
に
広
め
ま
し
た
。
義
光
は
も
と
も
と
常
陸
国
（
茨

城
県
）
か
ら
陸
奥
国
南
部
（
福
島
県
）
に
か
け
て
領
地
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
義
光
の
子
義
清
は
、
武
田
郷
（
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
を
本
拠
と
し
、
武
田
冠
者
と
称
し

ま
し
た
。武
田
家
の
ル
ー
ツ
は
茨
城
県
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
義
清
と
そ
の
子
清
光
は
、
常
陸
国
の
地
元
勢

力
と
対
立
し
て
甲
斐
国
市
河
荘
（
昭
和
町
、
中
央
市
、
市

川
三
郷
町
付
近
）
に
移
り
住
み
ま
し
た
が
、
や
が
て
一
族

は
甲
府
盆
地
一
帯
に
本
拠
地
を
構
え
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

加
賀
美
・
奈
古
（
南
湖
）・
秋
山
・
小
笠
原
（
以
上
南
ア

ル
プ
ス
市
）・
平
井
・
河
内
・
石
和
（
以
上
笛
吹
市
）・
曽

祢
・
一
条
・
板
垣
・
小
松
（
以
上
甲
府
市
）・
浅
利
（
中

央
市
）・
南
部
（
南
部
町
）
な
ど
、
山
梨
県
内
の
地
名
を

苗
字
と
し
、
そ
の
地
に
根
付
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
源
平
合
戦
が
始

ま
る
と
、
清
光
の
子
で
当
時
の
甲
斐
源
氏
に
お
い
て
中
核

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
武
田
信
義
・
安
田
義
定
ほ
か

が
、
富
士
川
合
戦
（
静
岡
県
）
で
平
氏
の
軍
勢
を
撃
退
す

る
活
躍
を
見
せ
、
駿
河
国
・
遠
江
国
（
静
岡
県
）
な
ど
東

海
地
方
に
独
自
の
勢
力
を
築
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
源
義
経
の
戦
い
ぶ
り
で
有
名
な
一
ノ
谷
合
戦

（
兵
庫
県
）
で
は
、
安
田
義
定
が
一
軍
を
率
い
て
平
氏
の

武
将
を
討
ち
取
り
、
ま
た
平
氏
が
滅
亡
し
た
檀
ノ
浦
合
戦

（
山
口
県
）
で
も
、
浅
利
義
成
が
義
経
の
命
令
で
遠
矢
を

射
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
平
家
物
語
に
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
甲

斐
源
氏
の
一
族
は
数
々
の
合
戦
で
そ
の
名
を
世
に
轟
か
せ

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
甲
斐
源
氏
の
活
躍
は
、
同
じ
清
和
源

氏
の
一
族
で
あ
る
源
頼
朝
に
警
戒
さ
れ
、
追
放
や
殺
害
さ

れ
る
者
も
い
ま
し
た
。
こ
の
一
方
、
信
義
の
子
武
田
信
光

や
加
賀
美
遠
光
の
子
小
笠
原
長
清
は
、
頼
朝
や
鎌
倉
幕
府

か
ら
重
用
さ
れ
、
そ
の
子
孫
は
「
鎌
倉
中
」
と
呼
ば
れ
る

武
家
の
名
門
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
加
賀
美

遠
光
の
娘
大
弐
局
は
、
源
頼
朝
の
子
で
あ
る
頼
家
（
二
代

将
軍
）、
実
朝
（
三
代
将
軍
）
の
養
育
係
を
務
め
、
鎌
倉

幕
府
の
中
で
影
響
力
を
高
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、甲
斐
源
氏
の
一
族
は
全
国
に
領
地
を
獲
得
し
、

各
地
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
陸
奥
国
北
部

（
青
森
県
・
岩
手
県
）
の
南
部
家
、
信
濃
国
（
長
野
県
）

の
小
笠
原
家
、
阿
波
国
（
徳
島
県
）
の
三
好
家
、
若
狭
国

（
福
井
県
）・
安
芸
国
（
広
島
県
）
の
武
田
家
ほ
か
、
日
本

列
島
の
各
地
に
広
く
展
開
し
、
各
地
の
歴
史
に
そ
の
名
を

刻
み
な
が
ら
、
甲
斐
源
氏
と
し
て
の
意
識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
ち
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
四
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
梨
は
、
古
代

か
ら
牧
が
置
か
れ
馬
の
飼
育
が
盛
ん
で
し
た
が
、
こ
う
し

た
山
梨
の
風
土
で
育
ま
れ
た
甲
斐
源
氏
の
弓
馬
の
武
芸

は
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
小
笠
原

長
清
の
武
芸
を
起
源
と
し
て
掲
げ
る
小
笠
原
流
礼
法
は
、

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
武
家
の
代
表
的
な

作
法
と
し
て
室
町
幕
府
、
江
戸
幕
府
や
大
名
た
ち
に
重
ん

じ
ら
れ
、
現
在
で
は
、
冠
婚
葬
祭
や
暮
ら
し
の
マ
ナ
ー
と

し
て
日
本
の
文
化
の
中
に
広
く
根
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
甲
斐
源
氏
の
伝
統
は
、
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
特
別
展
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
文
化
財
と
し
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
も
出
品
さ
れ

た
、
南
部
家
ゆ
か
り
の
白
糸
威
褄
取
鎧 

兜
・
大
袖
付
（
国

宝
、
青
森
県
　
櫛
引
八
幡
宮
蔵
）
や
武
田
信
義
ゆ
か
り
の

阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
像
（
重
要
文
化
財
、
韮
崎
市
　
願

成
寺
蔵
）、
加
賀
美
遠
光
ゆ
か
り
の
不
動
明
王
像
（
重
要

文
化
財
、
身
延
町
　
大
聖
寺
蔵
）
を
は
じ
め
と
す
る
約

一
〇
〇
点
の
名
品
を
と
お
し
て
、
甲
斐
源
氏
の
ル
ー
ツ
や

足
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
こ

の
秋
に
は
、
ぜ
ひ
県
立
博
物
館
に
御
来
館
く
だ
さ
い
。
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● 特集１：県立博物館開館五周年記念特別展「甲斐源氏」 ●

県
立
博
物
館
開
館
五
周
年
記
念
特
別
展
「
甲
斐
源
氏
　―
列
島
を
駆
け
る
武
士
団
―
」

― 

県
立
博
物
館 

―

特　集１



◇
開
催
期
間
・
時
間

　
平
成
二
十
二
年
十
月
九
日
（
土
）
～
十
二
月
六
日
（
月
）

　
九
時
～
十
七
時

（
入
館
は
十
六
時
三
十
分
ま
で
）

◇
休
館
日

　
毎
週
火
曜
日

（
但
し
、
十
一
月
二
十
三
日
は
祝
日
の
た
め
開
館
し
、

翌
二
十
四
日
を
休
館
と
し
ま
す
。）

◇
観
覧
料

　
一
般
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〇
円
（
八
四
〇
円
）

　
高
校
・
大
学
生
　
　
五
〇
〇
円
（
四
二
〇
円
）

　
小
・
中
学
生
　
　
　
二
六
〇
円
（
二
一
〇
円
）

◇
常
設
展
＋
企
画
展
共
通
券

　
一
般
　
　
　
　
　
一
二
四
〇
円

　
高
校
・
大
学
生
　
　
五
八
〇
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
二
九
〇
円

※
（
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、
県
内
の
ホ

テ
ル
や
旅
館
に
当
日
か
前
日
に
宿
泊
す
る
方
を
対
象

と
し
た
割
引
料
金
で
す
。

※
県
内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
、
土
曜
日
に
お
け
る
小
・
中
・
高
・
特

別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
無
料
で
す
。

※
無
料
、
割
引
の
対
象
と
な
る
方
は
そ
れ
ぞ
れ
証
明
す

る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※
定
期
観
覧
券
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
）
も
ご
ざ
い
ま
す
。
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白糸威褄取鎧 兜・大袖付

（国宝、青森県　櫛引八幡宮蔵）

源平合戦図屏風（県立博物館蔵）

（しろいとおどしつまどりよろい かぶと　　おおそでつき）



■
小こ

ば
や
し
い
ち
ぞ
う

林
一
三
の
世
界
を
紹
介

　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
韮
崎
町
（
現
、
韮
崎
市
）
に
生
ま
れ

た
小
林
一
三
（
一
八
七
三
～
一
九
五
七
）
は
、阪
急
電
鉄
、

東
宝
の
創
業
者
と
し
て
知
ら
れ
、
鉄
道
、
不
動
産
、
電
気

事
業
、
百
貨
店
、
映
画
、
演
劇
な
ど
多
く
の
事
業
を
手
掛

け
ま
し
た
。
同
時
に
宝
塚
歌
劇
を
創
始
し
、
多
数
の
著
作

を
残
し
、
さ
ら
に
茶
道
具
と
日
本
古
美
術
を
中
心
と
し
た

美
術
品
を
集
め
、
茶
道
の
世
界
で
も
独
自
の
美
の
世
界
を

築
き
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
小
林
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
す
る
大
阪
・

逸
翁
美
術
館
（「
逸い

つ
お
う翁
」
は
小
林
の
雅
号
）
か
ら
、
狩
野

光
信
、
本
阿
弥
光
悦
、
尾
形
乾
山
、
与
謝
蕪
村
、
呉
春
、

野
々
村
仁
清
、
北
大
路
魯
山
人
ら
の
傑
作
、
そ
し
て
茶

道
具
、
調
度

品
な
ど
、
狩

野
光
信
《
豊

臣
秀
吉
像
画

稿
》
な
ど
の

重
要
文
化
財

一
〇
点
、
与

謝
蕪
村
《
晩

秋
遊
鹿
図
屏

風
》
な
ど
の

重
要
美
術
品

三
点
を
含
む

美
術
品
五
〇

件
を
紹
介
し
ま
す
。
同
時
に
、
大
阪
・
阪
急
学
園
池
田
文

庫
の
所
蔵
す
る
関
係
資
料
な
ど
か
ら
実
業
家
と
し
て
の
業

績
を
た
ど
り
、
小
林
一
三
の
世
界
を
事
業
・
文
化
の
両
面

か
ら
紹
介
し
ま
す
。

■
小
林
一
三
の
業
績

　
小
林
一
三
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
一
月
三
日
、

韮
崎
宿
で
酒
造
・
絹
問
屋
な
ど
を
営
む
豪
商
「
布
屋
」
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
一
五
歳
で
上
京
し
て
慶
應
義
塾
大
学
に

入
学
。
在
学
中
に
文
才
を
発
揮
し
て
小
説
「
練れ

ん

し

こ

ん

絲
痕
」
を

『
山
梨
日
日
新
聞
』に
連
載
し
ま
し
た
。三
井
銀
行
を
経
て
、

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
―
の

ち
の
阪
急
電
鉄
を
設
立
し
ま
す
。

　
小
林
は
沿
線
開
発
に
着
手
し
、
現
在
に
続
く
鉄
道
会
社

の
多
角
経
営
モ
デ
ル
を
確
立
し
ま
す
。
宅
地
と
住
宅
の
分

譲
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
デ
パ
ー
ト
の
先
駆
で
あ
る
阪
急
百
貨

店
の
開
業
、
そ
し
て
動
物
園
、
劇
場
、
温
泉
な
ど
を
備
え

た
観
光
地
・
宝
塚
新
温
泉
の
開
発
な
ど
、
人
々
の
生
活
と

娯
楽
に
密
着
し
た
事
業
を
展
開
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
集
客
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
手
腕
は
の
ち
に

東
京
・
田
園
調
布
の
開
発
に
い
か
さ
れ
、
初
期
の
東
急
電

鉄
の
運
営
を
行
い
ま
す
。
他
に
も
、
職
業
球
団
・
阪
急
ブ

レ
ー
ブ
ス
、
日
本
初
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
あ
る
東
京
新

橋
の
第
一
ホ
テ
ル
も
小
林
が
作
っ
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に

多
忙
な
事
業
の
か
た
わ
ら
、
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
に
商
工

大
臣
、
戦
災
復
興
院
総
裁
を
つ
と
め
ま
す
。

　
宝
塚
新
温
泉
で
の
娯
楽
と
し
て
始
め
ら
れ
た
の
が
宝
塚

歌
劇
で
し
た
。
宝
塚
音
楽
学
校
を
作
り
、
老
若
男
女
、
誰

も
が
家
族
で
楽
し
め
る
国
民
劇
を
目
指
し
て
、
日
本
初

の
レ
ヴ
ュ
ー
上
演
や
三
千
人
収
容
の
大
劇
場
建
設
な
ど
、

次
々
と
新
し
い
方
針
を
打
ち
出
し
発
展
し
ま
し
た
。

　
宝
塚
歌
劇
は
東
京
に
進
出
し
、
日
比
谷
に
東
京
宝
塚
劇

場
を
開
場
。
そ
の
後
設
立
さ
れ
た
東
宝
は
、
映
画
制
作
を

開
始
し
ま
す
。
さ
ら
に
日
比
谷
映
画
劇
場
、
有
楽
座
、
日

本
劇
場
、
帝
国
劇
場
な
ど
を
開
業
・
経
営
の
傘
下
に
加

え
、
日
比
谷
に
大
劇
場
街
を
築
き
ま
し
た
。
東
宝
は
名
古

屋
、
京
都
な
ど
日
本
各
地
に
チ
ェ
ー
ン
劇
場
を
開
設
、
他

に
も
梅
田
と
新
宿
の
コ
マ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
、
小
林
は

多
く
の
劇
場
を
作
り
上
げ
ま
す
。
特
に
、
一
九
三
七
（
昭

和
一
二
）
年
に
開
場
し
た
甲
府
宝
塚
劇
場
は
、
小
林
が
故

郷
・
山
梨
に
設
立
し
た
思
い
入
れ
の
あ
る
劇
場
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
小
林
は
現
在
の
よ
う
な
都
市
生
活
ス
タ

イ
ル
を
実
現
し
た
の
で
す
。

■
小
林
が
文
化
に
向
け
た
目

　
実
業
家
・
小
林
は
生
活
と
芸
術
の
一
致
を
理
想
と
し
、

文
化
活
動
に
も
大
き
な
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と

し
て
、
小
説
・
脚
本
・
演
劇
論
・
経
営
論
な
ど
、『
小
林

一
三
全
集
』
七
巻
に
お
よ
ぶ
数
多
く
の
著
述
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
茶
人
と
し
て
は
、
立
礼
式
の
茶
室
を
考

案
す
る
な
ど
、
独
自
の
境
地
を
開
き
ま
し
た
。
そ
し
て

五
〇
〇
〇
点
以
上
の
茶
道
具
と
美
術
品
を
収
集
し
て
い
ま

す
（
現
在
は
逸
翁
美
術
館
に
収
蔵
）。
多
数
の
優
れ
た
作

品
を
含
む
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、茶
道
具
の
ほ
か
に
も
、
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日
本
の
絵
画
と
書
、
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
陶
磁
、
セ
ー
ブ

ル
な
ど
の
西
欧
の
陶
磁
器
、
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
ガ
ラ
ス

作
品
、
工
芸
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、
こ
れ
ら
小
林
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
、
選
り
す
ぐ
り
の
逸
品
を
展
示
、
紹
介
し
ま
す
。

■
特
別
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

◇
記
念
講
演
会
「
茶
人
逸
翁
の
美
の
世
界
―
茶
の
湯
に
親

し
み
、
宝
塚
歌
劇
に
情
熱
を
さ
さ
げ
た
小
林
一
三
―
」
／

日
時
　
一
〇
月
三
〇
日
（
土
）
午
前
一
〇
時
～
／
講
師
　

伊
井
春
樹
（
財
団
法
人
逸
翁
美
術
館
館
長
）
／
会
場
　
県

立
美
術
館
　
総
合
実
習
室
（
申
し
込
み
不
要
、聴
講
無
料
）

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
小
林
一
三
の
世
界
を
め
ぐ
っ
て
」
／

日
時
　
十
一
月
二
〇
日
（
土
、
県
民
の
日
）
午
後
二
時

三
〇
分
～
／
講
師
　
齋
藤
康
彦
（
山
梨
大
学
教
授
）、
向

山
建
生
（
山
梨
大
学
客
員
教
授
）、
堀
内
實
三
（
元
株
式

会
社
甲
府
東
宝
劇
場
取
締
役
社
長
、
元
東
宝
株
式
会
社
専

務
取
締
役
）
／
会
場
　
県
立
美
術
館
　
総
合
実
習
室
（
申

し
込
み
不
要
、
聴
講
無
料
）

◇
担
当
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
／
日
時
　
十
一

月
六
日
（
土
）、
十
一
月
二
十
三
日
（
火
・
祝
）
午
後
二

時
～
／
場
所
　
県
立
美
術
館
　
特
別
展
示
室
（
申
し
込
み

不
要
、
特
別
展
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
）

◇
大
人
の
た
め
の
美
術
講
座
／
日
時
　
十
一
月
六
日（
土
）

午
後
一
時
～
一
時
三
〇
分
／
会
場
　
県
立
美
術
館
　
総
合

実
習
室

※
こ
の
他
、
記
念
映
画
会
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
チ
ラ
シ
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◇
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

あ
つ
ま
れ
！
び
じ
ゅ
つ
探

検
隊
／
対
象
　
小
学
四
～

六
年
生
（
保
護
者
の
参
加

可
）
／
日
時
　
十
一
月
六

日
（
土
）
午
前
一
〇
時
～

十
一
時
三
〇
分
／
場
所
　

県
立
美
術
館
　
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
室
・
特
別
展
示

室
／
申
込
期
間
　
一
〇
月

二
十
三
日
～
三
〇
日

親
と
子
の
ア
ー
ト
レ
ク

チ
ャ
ー
／
対
象
　
小
学
一

～
三
年
生
と
そ
の
保
護
者
／
日
時
　
十
一
月
十
三
日（
土
）

午
前
一
〇
時
～
十
一
時
三
〇
分
／
場
所
　
県
立
美
術
館
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
室
・
特
別
展
示
室
／
申
込
期
間
　
一
〇

月
三
〇
日
～
十
一
月
六
日

※
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
込
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
開
始
時
間
が
一
時
間
程
度
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
往
信
面
に
①
参
加
希
望
コ
ー
ス
②
郵
便
番
号
・
住
所
③

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）
④
電
話

番
号
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
⑤
参
加
さ
れ
る
保
護
者
名
を
、
返

信
面
に
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
申
し
込
み
先
　
〒
四
〇
〇
―
〇
〇
六
五
　
甲
府
市
貢
川

一
―
四
―
二
十
七
　
山
梨
県
立
美
術
館
「
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
係
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
五
―
二
二
八
―
三
四
一
八

■
会
　
期
　
一
〇
月
三
〇
日（
土
）～
十
一
月
三
〇
日（
火
）

■
休
館
日
　
十
一
月
四
日
、
八
日
、
十
五
日
、
二
十
二
日
、

二
十
四
日
、
二
十
九
日

■
観
覧
料
　
一
般
　
一
〇
〇
〇
円
（
八
四
〇
円
）、
大
・

高
生
　
五
〇
〇
円
（
四
二
〇
円
）、
中
・
小

生
　
二
六
〇
（
二
一
〇
）
円
）

＊(

　)

は
二
〇
名
以
上
の
団
体
、
前
売
、
宿
泊
者
割
引

料
金
。
小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日

無
料
。
県
内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険

証
等
持
参
）
は
無
料
。
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合

ご
本
人
と
介
護
の
方
一
名
が
無
料
。
十
一
月
二
〇
日
県

民
の
日
は
入
場
無
料
。
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平
成
二
十
一
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た
『
や
ま
な
し
の

教
育
振
興
プ
ラ
ン
』
の
重
点
施
策
に
、「
体
系
的
な
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
育

活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
見
直
し
、
十
二
年

間
を
見
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
指
導
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
が
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付

け
、
社
会
の
激
し
い
変
化
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
社

会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
三
か
年
計
画

で
、
次
の
三
つ
を
事
業
の
柱
と
し
て
、「
児
童
生
徒
キ
ャ

リ
ア
育
成
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
会
議
の
設
置

②
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
推
進
中
核
教
員
）
養

成
研
修
の
実
施

③
研
究
協
力
校
に
よ
る
調
査
研
究

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
会
議
の
設
置
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
、
平
成
二
十
一
年
度
、
こ
の
推
進
会
議
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
作
成
し
た
「
小
・
中
・
高
等

学
校
に
お
け
る
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
手
引

き
」
の
活
用
が
、
重
要
な
課
題
で
す
。
県
内
の
全
小
・

中
・
高
等
学
校
、
関
係
諸
機
関
に
配
付
し
た
こ
の
「
手

引
き
」
に
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
意
義
や
留
意

事
項
を
は
じ
め
、
具
体
的
な
指
導
事
例
（
指
導
計
画
と

展
開
例
）
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
お
う
ち
で
う
け
も
つ
　
わ
た
し
の
し
ご
と
（
小
学

校
一
年
）」、「
二
分
の
一
　
成
人
式
を
成
功
さ
せ
よ
う

～
こ
ん

な
に
大

き
く
な

っ
た
よ

～
（
小

学
校
四

年

）」、

「
夢
実

現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
将
来
の
自
分
を
見
つ
め
て
～
（
小

学
校
六
年
）」
な
ど
、
小
学
校
で
は
六
つ
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
国
語
科
や
道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
、
進
路
指
導
な
ど
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
事

例
が
、
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、「
も
の
づ
く
り
か
ら

資
格
取
得
へ
（
工
業
科
　
二
年
）」、「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス

テ
ム
〔
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
〕（
農
業
科
　
三
年
）」

な
ど
に
関
す
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
小
・
中
・
高
等
学
校
の
「
連
携
」
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
し
て
も
同
じ
で
す
。
こ
の

手
引
き
に
、小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
、「『
垣

根
』
を
取
り
払
い
『
串
』
で
つ
な
ぐ
」
と
い
う
発
想
か

ら
、
キ
ャ
リ
ア
育
成
手
帳
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
と
高
等
学
校
の
連
携
に

つ
い
て
も
、「
先
輩
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
事
例

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
山
梨
県
版
「
手

引
き
」
を
、
こ
れ
か
ら
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
ご
覧
い

た
だ
き
、
各
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
実
践
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
の
実
践
の
積
み
重

ね
が
、
児
童
生
徒
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
た
く
ま
し
く

生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
に
、
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で

す
。

②
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
推
進
中
核
教
員
）

養
成
研
修
の
実
施

　
今
年
度
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
た
に
約

一
一
〇
名
の
先
生
方
に
研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
理
論
研

修
、キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
学
習
と
演
習
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
演
習
等
を
行
う
計
画
で

す
。

③
研
究
協
力
校
に
よ
る
調
査
研
究

　
押
原
小
学
校
、
押
原
中
学
校
、
甲
府
昭
和
高
等
学
校

の
三
校
が
、「
連
携
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。　
三
校
が
連
携
し
た
取
組
を
、

今
後
広
く
県
下
に
普
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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平
成
二
十
年
六
月
、
衆
参
両
院
全
会
一
致
で
「
国
民
読

書
年
に
関
す
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
今
年
、
二
〇
一
〇
年
を
「
国
民
読
書
年
」
と
し
て
、

国
を
あ
げ
て
読
書
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
県
立
図
書
館
で
も
様
々
な
関
連
事
業
を
企
画
し
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
予

定
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
図
書
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
よ
り
多
く
の
方
々
に
本
と
図
書
館
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
、初
め
て
の
試
み
と
し
て
、六
月
二
日
（
水
）、

山
梨
交
響
楽
団(

弦
楽
四
重
奏)

の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し

た
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
図
書
館
は
〝
静

か
に
す
る
と
こ
ろ
〟と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

七
十
名
を
超
え
る
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
好
評
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
二
回
は
秋
の
読
書
週

間
中
（
十
月
二
十
七
日
～
十
一
月
九
日
）
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
資
料
紹
介
展
示
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
図
書
館
で
は
、
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
ロ
ビ
ー
で
所
蔵

資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
担
当
の
司
書
が

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
と
題
し
て
、
ご
来
館
の
方
々
に

向
け
て
わ
か
り
や
す
く
展
示
資
料
の
解
説
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
第
一
回
展
示
「
こ
ど
も
に
す
す
め
た
い
本
二
〇
一
〇
」

（
四
月
二
十
三
日
～
五
月
三
十
日
）
で
は
子
ど
も
読
書
推

進
担
当
司
書
が
二
回
、
第
二
回
展
示
「
平
成
二
十
一
年

度
新
収
蔵 

山
梨
県
関
係
出
版
物
展
」（
六
月
四
日
～
九
月

二
十
二
日
）で
は
資
料
担
当
司
書
が
三
回
実
施
し
ま
し
た
。

◆
上
映
会
「
本
と
映
像
で
知
る
山
梨
」

　
図
書
館
は
本
だ
け
で
な
く
貴
重
な
映
像
資
料
も
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

　
六
月
四
日(

金)

、
二
十
六
日(

土)

、
二
十
七
日(

日)

の
三
日
間
、
地
下
講
堂
で
一
九
六
〇
年
代
の
県
政
フ
ィ
ル

ム
を
上
映
し
ま
し
た
。

　
ア
イ
オ
ワ
州
か
ら
種
豚
の
贈
り
物
、地
方
病
撲
滅
運
動
、

第
一
回
信
玄
公
ま
つ
り
な
ど
の
映
像
を
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◆
夏
休
み
読
み
聞
か
せ
会

　
こ
ど
も
室
で
は
、
七
月
三
十
一
日
（
土
）、
八
月
八
日

（
日
）、
二
十
二
日
（
日
）
に
、
県
立
図
書
館
協
力
員
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
よ
る
英
語
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

県
内
在
住
の
外
国
人
の
方
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
た
楽
し

い
お
は
な
し
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
一
日
（
土
）
に
は
、グ
ル
ー
プ
「
ま
ー
の
・
あ
・

ま
ー
の
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
話
を
使
っ
た
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

◆
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

　
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
で
は
秋
の
読
書
週
間
を
中
心
に
多

彩
な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
一
部
を
紹

介
す
る
と
・
・
・

　「
本
を
読
も
う
、
著
名
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
九
月

二
十
四
日
～
十
二
月
二
十
六
日
）
山
梨
県
ゆ
か
り
の
著
名

人
の
推
薦
図
書
の
展
示
。

　「
本
と
親
し
む
図
書
館
ツ
ア
ー
」（
九
月
～
十
二
月
　
毎

月
一
回
）
職
員
と
協
力
員
に
よ
る
館
内
の
ご
案
内
。

　「
ｍ
ｙ
図
書
館「
楽
」へ
の
お
誘
い（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
）」（
十
一
月
二
日
～
十
二
月
二
十
六
日
）、
生
涯
学
習

成
果
を
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
発
表
。

　
詳
細
は
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
是
非
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
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●国民読書年関連事業について ●

国
民
読
書
年
関
連
事
業
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
― 

県
立
図
書
館 

―  こどもの本のギャラリートーク



　
小
説
と
俳
句
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、
四
十
年
の
長
き
に
渡
っ
て
親
交
を
深
め
た

井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太
。
本
展
で
は
二
人
の
心
豊
か
な
文
芸
の
交
流
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。

　
掛
け
軸
の
写
真
は
、
井
伏
鱒
二
が
筆
で
書
い
て
飯
田
龍
太
に
贈
っ
た
書
で
、
こ
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
あ
の
山
は
誰
の
山
だ
　
ど
っ
し
り
と
し
た
　
あ
の
山
ハ

（
井
伏
鱒
二
）

　
こ
の
書
は
、
井
伏
鱒
二
が
飯
田
家
を
訪
れ
た
際
、
飯
田
家
の
座
敷
で
書
い
た
も
の
で
、

昭
和
五
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
井
伏
鱒
二
の
詩
集
、『
厄
除
け
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
た
作

品
の
一
編
で
す
。

　
し
か
し
、
掛
け
軸
の
書
と
詩
集
と
で
は
、
最
初
の
一
行
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詩
集
に
収
録
さ
れ
た
こ
の

詩
は
、「
あ
れ
は
誰
の
山
だ

　
ど
っ
し
り
と
し
た
　
あ
の

山
は
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

井
伏
鱒
二
は
、
飯
田
家
の
座

敷
で
こ
の
詩
を
書
こ
う
と
し

て
、
冒
頭
の
一
節
を
、「
あ

の
山
は
誰
の
山
だ
」
と
思
わ

ず
書
い
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。「
山
」
が
繰

り
返
さ
れ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で

重
々
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。

　
井
伏
は
、
昭
和
二
十
年
代

の
後
半
か
ら
約
四
十
年
間
も

の
長
き
に
わ
た
り
交
流
を
続

け
た
飯
田
龍
太
を
思
い
浮
か

べ
、
山
の
印
象
に
重
ね
合
わ

せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
本
展
で
は
井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太
の
交
流
を
県
内
の
ゆ
か
り
の
場
所
に
焦
点
を
絞
り
な

が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　
石
和
、
甲
府
、
下
部
、
長
坂
な
ど
そ
の
地
を
舞
台
に
、
釣
り
に
、
観
桜
に
と
、
隔
て
の

な
い
交
流
は
、
互
い
の
文
学
の
作
品
と
な
っ
て
結
実
し
ま
し
た
。

　
相
互
に
贈
っ
た
筆
墨
、
往
復
原
稿
三
百
八
十
通
、
ゆ
か
り
の
単
行
本
、
雑
誌
な
ど
、
約

二
百
点
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
時
を
超
え
て
生
き
続
け
る
井
伏
、
龍
太
の
交
流
の
実
際

と
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

◇
会
　
　
期
　
二
〇
一
〇
年
九
月
十
八
日(

土)

～
十
一
月
二
十
三
日(

火)

◇
開
催
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
入
室
は
四
時
三
十
分
ま
で
）

◇
休

館

日
　
九
月
二
十
一
・
二
十
七
日
、
十
一
月
四
・
八
・
十
五
・
二
十
二
日

◇
企
画
展
観
覧
料

　
一
般
六
〇
〇
（
四
八
〇
）
円

　
大
・
高
生
四
〇
〇
（
三
二
〇
）
円

　
中
・
小
生
二
五
〇
（
二
〇
〇
）
円

　（
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。
県
内
在
住
の
六
十
五
歳

以
上
の
方
、
障
害
者
及
び
介
護
者
、

土
曜
日
の
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援

学
校
生
の
観
覧
は
無
料
で
す
。

　
写
真
上
　
井
伏
鱒
二
「
あ
の
山
」 

書

　
写
真
下
　
井
伏
鱒
二
・

　
　
　
　
　
飯
田
龍
太
懇
談

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年 

　
　
　

　
　
　
　
　
飯
田
家
座
敷
に
て
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● 平成二十二年秋の企画展「井伏鱒二と飯田龍太　往復書簡その四十年」 ●

平
成
二
十
二
年
秋
の
企
画
展
「
井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太
　往
復
書
簡
そ
の
四
十
年
」― 

文
学
館 

―

井伏鱒二（右）と飯田龍太（左）山梨日日新聞社提供



　
近
年
母
子
福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
、
女
性
や
母
性
が

着
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
女
性
は
歴
史
の
中
で

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　
本
展
で
、
女
性
を
中
心
に
、
子
ど
も
・
家
族
に
か
か
わ

る
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
を
通
し
て
、
縄
文
時
代
か

ら
近
年
ま
で
の
女
性
の
あ
り
方
を
探
り
ま
す
。

　
県
内
で
出
土
し
た
土
偶
を
初
め
と
す
る
洗
練
さ
れ
た
女

性
像
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
女
性
を
か
た
ど
っ
た
埴
輪
や

子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て
作
っ
た
子
供
の
手
形
や
足
形
な

ど
、
日
本
各
地
で
出
土
し
た
逸
品
の
数
々
を
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
の
構
成

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
女
性
像
の
出
現

　
日
本
列
島
に
女
性
を
か
た
ど
っ
た
遺
物
が
出
現
す
る

の
は
、
お
お
よ
そ
一
万
二
千
年
前
の
縄
文
時
代
草
創
期

か
ら
早
期
。
こ
こ
で
は
、
愛
媛
県
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
女
性
線
刻
礫
を
展
示
し
ま
す
。

Ⅰ
　
女
性
の
素
顔

　
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
人
骨
か
ら
、
当
時
の
女
性
の
顔

を
再
現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
服
・
髪
型
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
、
縄
文
時
代
の
女
性
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ⅱ
　
女
性
の
造
形
と
そ
の
変
化

　
縄
文
時
代
の
人
口
増
加
、
さ
ら
に
は
動
植
物
の
豊
穣

を
願
っ
て
作
ら
れ
た
女
性
像
か
ら
、
古
墳
時
代
の
巫
女

を
か
た
ど
っ
た
女
性
埴
輪
ま
で
、
女
性
像
の
背
景
か
ら

役
割
を
見
い
出
し
ま
す
。

Ⅲ
　
出
産
と
育
児

　
出
産
の
苦
し
み
、
喜
び
、
親
の
子
ど
も
へ
の
想
い
な

ど
は
縄
文
時
代
も
現
代
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
出
産
・
育

児
の
歴
史
を
辿
り
ま
す
。

Ⅳ
　
女
性
の
装
い
と
道
具

　
い
つ
の
時
代
も
女
性
は
お
し
ゃ
れ
。
縄
文
時
代
か
ら

近
代
ま
で
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

エ
ピ
ロ
ー
グ
　
タ
バ
コ
を
吸
う
女
性
た
ち

江
戸
時
代
の
女
性
の
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
品
か
ら
、

当
時
の
女
性
の
習
慣
が
わ
か
り
ま
す
。

◆
特
別
展
の
概
要

開
催
期
間
　
平
成
二
十
二
年
十
月
九
日
（
土
）
～
　

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）
＊
会
期
中
無
休

　
観
覧
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

　
観

覧

料
　
一
般
大
学
生
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
小
中
高
生 

三
〇
〇
円

　
電
話
番
号
　
〇
五
五
―
二
六
六
―
三
八
八
一

　h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.y

a
m

a
n
a
sh

i.jp
/k

o
u
k
o
-h

a
k
/

写
真
右
　
縄
文
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

　
　
　
　（
長
野
県
尖
石
考
古
館
所
蔵
）

写
真
左
　
子
に
乳
を
与
え
る
古
墳
時
代
の
女
性
埴
輪

　
　
　
　（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
教
育
委
員
会
）
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●第二十八回特別展「発掘された女性の系譜～女性・子ども・家族の造形～」 ●

第
二
十
八
回
特
別
展
「
発
掘
さ
れ
た
女
性
の
系
譜
～
女
性
・
子
ど
も
・
家
族
の
造
形
～
」

― 

県
立
考
古
博
物
館 

―



１１月は全国青少年健全育成強調月間です。  

―社会教育課 ―
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● １１月は全国青少年健全育成強調月間です ●

青少年は未来に向かって限りない可能性と活力を持つかけがえのない存在です。

青少年を健全に育成するために家庭や学校、地域等が力を合わせ県民運動を推進しましょう。

山梨県では、この期間中、青少年の健全育成のための様々な取り組みを、県内各地域で実施

します。

街頭キャンペーンの実施
　啓発資材を配布し、「地域ぐるみで子ど

もを守り、育てよう」と県民のみなさんに

アピールします

日時：平成２２年１１月３日（水）

　県では、「地域で子どもを守り育てる～果たしていますかあなたの役割～」をテーマに、家

庭や学校、地域、職場などみんなで青少年問題について考える「青少年健全育成推進大会」

を開催します。

日　時：平成２２年１１月５日（金）

場　所：県立文学館　講堂

主　催：山梨県青少年総合対策本部・社団法人青少年育成山梨県民会議・山梨県青少年育成

カウンセラー会

内　容：山梨県青少年健全育成功労者表彰

　　　　「家庭の日・青少年を育む日」ポスター表彰

　　　　講演

　　　　実践発表

参加料：無料

　近年、我が国では、急速な少子化の進行や働き方の多様化、情報化社会の進展等により、

青少年を取り巻く環境が大きく変化しています。

　一人ひとりの青少年を健やかにはぐくむために関係機関及び関係団体等が相互に連携し、

次のような取り組みを一体となって進めます。

☆青少年の社会的自立支援の促進

☆生活習慣の見直しと家庭への支援 

☆児童虐待の予防と対応

☆青少年を犯罪や有害環境等から守るための取組の推進 

・子どもの安全確保の取組

・有害環境への適切な対応

・いじめの未然防止と早期対応

・青少年の福祉を害する犯罪被害の防止

重 点 項 目

主な取り組み
山梨県青少年健全育成推進大会の開催



　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指

す「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設の紹介をします。

　清里北澤美術館は、1989（平成元）年、八ヶ岳山麓標

高 1300 ｍの唐松林の森に囲まれたリゾート地にガラスの

美術館として開館しました。

　株式会社キッツの創業者北澤利男氏が長年にわたり収集

した、19 世紀末フランスで始まったアール・ヌーヴォー

期（新しい芸術運動）のガラス工芸品を常設展示する美術

館です。

　エミール・ガレ、をはじめドーム兄弟の作品とパート・ド・

ヴェールという特殊技法による作品を中心に展示していま

す。

　当館は、より多くの子供たちに美術に触れてもらおうと、

中学生以下は無料です。

　八ヶ岳に抱かれた高原の美術館で、アール・ヌーヴォー

の伸びやかな自然賛歌をお楽しみください。

住　　所　北杜市高根町清里３５４５－１

電話番号　０５５１－４８－５０００

担 当 者　輿水

休 館 日　4 月～１１月　無休　　冬季休館

入 館 料　大人１０００円　中学生以下無料

　　　　　（団体８名以上）大人９００円

駐 車 場　無料　（普通４０台、バス４台）

Ｕ Ｒ Ｌ　http://kitazawamuseum.kitz.co.jp/kiyosato

　赤松の自然林の中、雄大なる富士と清澄な水をたたえる

河口湖を望む絶好のロケーションに位置します。室町時代

に栄え江戸時代の初期にその姿を消した、幻の染物 ｢ 辻が

花 ｣ に魅了され、二十年間の研究の末、過去の模倣ではな

く、現代に息づく染色技法 ｢ 一竹辻が花 ｣ として甦らせた

染色工芸家、久保田一竹の作品を常設展示する美術館。

　｢ 一竹辻が花 ｣ は国内はもとより海外においても好評を

博しております。一竹辻が花作品の他、一竹が永年に亘り

収集してきた ｢ 蜻蛉玉 ｣ を展示するギャラリーや開放的な

雰囲気を持つカフェ、ここでしか手に入らない貴重なアイ

テムを揃えたミュージアムショップがあります。美術館庭

園には多種多様の高山植物や木々が植栽され、四季折々の

彩を楽しめます。ひと時を ｢ 一竹辻が花 ｣ とともに過して

みては如何でしょうか。

住　　所　南都留郡富士河口湖町河口 2255

電話番号　0555-76-8811

担 当 者　高村

休 館 日　12 月～ 3 月＝毎週水曜日

12 月 26・27・28 日（１月の第１水曜日、祭

日の水曜日は開館）4 月～ 11 月＝無休

入 館 料　大人 1300 円、大・専門学生 1100 円、高校生

900 円、中・小学生 500 円

団体（15 名以上）100 円割引、身障者は通常

料金の半額（身障者手帳提示）

駐 車 場　無料（普通車 120 台、バス 10 台）

Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.itchiku-tsujigahana.co.jp

ミュージアム甲斐・ネットワーク  

～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク〜県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して〜 ●

 清里北澤美術館　（北杜市）

久保田一竹美術館　（富士河口湖町）

本館展示室 美術館全景（新館から本館望む） 茶房［一竹庵］

唐松林の中にある美術館 暗室で作品に照明をあてた第 1 展示室 パリ万博に出品された作品唐松林の中の第３展示室



　フランスの地方都市サン = テティエンヌに生まれたフェ
リックス・ティオリエ（1842-1914）は、リボン製造業で
成功をおさめたのち、1879 年に 37 歳の若さで引退、残り
の人生を考古学と写真にささげました。彼は、優れた写真
家であると同時に、19 世紀末にヨーロッパで展開された

「ピクトリアリズム」や「自然主義」の芸術運動を代表す
る作家のひとりでもあります。
　コローやアルピニー、ドービニー、ラヴィエなど、当時
バルビゾンを中心に活躍していた画家たちとも交流を持
っていた彼は、画家たちの作品から着想を得た写真を多く
残しています。そのようなティオリエの写真には「絵のよ
うな」という形容詞がよく合います。
　ティオリエの写真は長らくその存在を忘れられていま
したが、1980 年代に子孫によって紹介されることにより、

次第にその評価が高まっています。
　今回の展覧会では、遺族らが所有する初期のカラー写真
であるオートクロームや貴重なヴィンテージ・プリント約
200 点を展示します。本展では、「肖像写真」「パリの風景」

「農村に暮らす人びと」「工業化の時代」「ティオリエの愛
したフランス」「色彩の世界へ」の 6 章にわけることで、
ティオリエの多種多様な写真をわかりやすく紹介します。
あわせて、彼が使用したカメラや関連資料もご覧いただけ
ます。
　ティオリエの写真を通じて、ミレーやバルビゾン派の画
家たちの生きた 19 世紀フランスの雰囲気を味わうことも
できます。深い情緒と郷愁をたたえたティオリエの写真を
ご堪能ください。

　「おじいちゃん、おはよう。」と毎朝決まった場所で呟き

ながら車で通勤している。私は、いつからかそんな言葉を

車の中で呟くことが日課となっていた。その言葉の先には、

私を知らない見ず知らずの、八百屋さんのおじいさんがい

る。毎朝お店の品物を店先に並べて、お店を開ける準備を

している。見知らぬおじいさんに挨拶している自分に時々

おかしくなり吹き出してしまうこともあるが、毎日声を勝

手にかけ続けている。そしていつしか、腰にコルセットを

巻きながらミカンやリンゴの箱を並べているおじいさんの

姿に元気をもらうようにまでなっている。また、呟く言葉

も「今日もがんばってきます。」といった自分を奮起させ

る言葉に変わってきている。

　「人の一生懸命さは、人を勇気づけ、やる気をもたせて

くれる」と何処かで読んだことがあるが、私は見ず知らず

のおじいさんの一生懸命さに励まされ、勇気を実際にもら

っていたのである。「私も誰かの勇気や元気の源になるぐ

らいの一生懸命な人でありたい。」と思う。ある時何気な

く呟いた挨拶が始まりだったけれども、そのおじいちゃん

から勇気をもらい、時には自分を振り返ることができた。

「ありがとう、おじいちゃん。」そして、今日も車の中から

自分勝手な呟き、「おはよう！！」で一日が始まる。

（都留市立谷村第一小学校）

　夏休みに入ってすぐ、生徒を連れて県立科学館を訪れ、

１ヶ月ほど前にニュースになった小惑星探査機「はやぶさ」

の映像を観た。それは「はやぶさ」の７年間の旅の記録を、

リアルな CG（コンピュータグラフィックス）で描いたも

のだ。

　２００３年５月９日に地球を旅立った「はやぶさ」の目

的は、地球と火星の軌道の間に位置する小惑星「イトカワ」

の砂を持ち帰ること。その間に、「イトカワ」からの離陸

直後に起きた燃料漏れと通信途絶、化学エンジンの全滅、

４基中３基のイオンエンジンの故障という３つの危機を奇

跡的に克服し、７年後の２０１０年６月１３日、文字どお

り満身創痍になりながらも地球に帰還した。

　この快挙の陰には、関係者たちの熱い思いがあったに違

いない。正確に飛行・作動させるためのコマンドを送り続

けたり、行方不明になった機体を７週間も探し続けたり、

予期せぬ状況の変化に対してあらゆる可能性を模索し、試

みた関係者たち。そして、その気持ちに応えるかのように

帰還した「はやぶさ」。

　もし「はやぶさ」が言葉をもっていたなら、どんな話が

聞けるだろうか。

（山梨市立山梨北中学校）

らくがき

「私も何処かで・・・」

小俣善美 

「はやぶさ」に寄せて

雨宮弘志

12

● らくがき・フェリックス・ティオリエ写真展 －いまよみがえる 19 世紀末ピクトリアリズムの写真家－ ●

フェリックス・ティオリエ写真展
－いまよみがえる 19 世紀末ピクトリアリズムの写真家－

県立美術館

《ヴェリエールの農場》１８８０〜１９１０年頃 《収穫期の牛と荷車、ヴェリエール》１８８０〜１９１０年頃



　本校は、甲府市の北西部に位置し、西側には渓谷美で知

られる昇仙峡を上流にもつ、荒川の清流があります。校地

内には、多くの樹木が植えられた緑豊かな自然環境に恵ま

れた学校です。本校では、毎日の帰りの会の一コマに合唱

タイムを設定して取り組む合唱活動を通した集団づくり

や、ボランティア活動などを通して、「心豊かで、かしこく、

たくましい人間の育成」を目指しています。

◇親子道徳授業

　開かれた学校づくりの一環として、親子が一緒に参加し

て、道徳の授業を行う機会を設けています。学年毎に追求

すべき価値項目を定め、講師を招聘しての講話等を基に、

親子で感想や意見を交換し合い、親子がお互いの考え方を

知る良い機会となっています。

◇ボランティア活動

　毎年、夏休みに特別養護介護施設「志麻の郷」、「めだか

の学校」を訪問しています。お年寄りと一緒に歌ったり、

風船バレー等のゲームや、ちぎり絵を作ったりの交流を行

い、互いを思いやる心を醸成する機会としています。

　また、クリスマスには、合唱団と吹奏楽部が訪問し、コ

ンサートも行っています。施設の方々には大変好評で、訪

問をいつも心待ちにされているようです。

〈校訓〉「百折不撓」（幾たびの困難にも負けない強靱な精

神を涵養する）、「純剛」（明るく爽やかで、意志強く、飾

らない）を校訓とし、生徒一人一人が、学習とクラブ活動

を両立させる質の高い文武両道を目指しています。どの教

室からも、窓に視線を移せば、迫力ある富士山の姿を目の

当たりにすることができ、生徒たちは富士山に暖かく見守

られながら、学校生活を送っています。

〈富士山学〉本校では、総合的な学習の時間において「富

士山学」を開講しています。この「富士山学」では、富士

山および富士北麓地域を様々な角度から学び、また自ら調

査・研究することを通じて、地域社会に今後のあり方を積

極的に提案していくことのできる生徒の育成を目指してい

ます。また富士山の世界文化遺産登録とも連携しながら、

富士山とともに発展していく郷土への深い愛情を育んでい

きたいと考えています。

　「富士山学」では、３つの領域からなる講座が開講され、

その中から希望する講座を選択します。生徒たちは、各方

面で活躍されている講師の講義をうけ、校外学習に参加し、

またテーマに基づいた研究および実践活動などを通じて、

レポートを完成させていきます。授業で学んだことを基に

して、生徒たちは自由な発想で「富士山学」に取り組んで

おり、普段教室では見せない表情を見ることができるのが、

この「富士山学」の特徴です。

◇「富士山学」開設講座

《人文科学領域》・英語で見る富士 ・富士を芸術する　

《自然科学領域》・富士山の動植物 ・富士山の地質

《社会科学領域》・富士北麓の歴史 ・富士山と防災　等
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● 学校紹介／甲府市立北西中学校・県立吉田高等学校 ●

教室から見る富士山 樹海の探索

親子道徳授業 特別養護介護施設への訪問

富士山学　～地域を学ぶ、地域に貢献する～
県立吉田高等学校

心豊かで　かしこく　たくましい人間の育成
甲府市立北西中学校



　
山
梨
県
に
お
け
る
中
学
生
の
携
帯
電
話
所
有
率
は
全
国

で
七
番
目
に
多
く
、
全
国
の
所
有
率
が
約
五
割
で
あ
る
の

に
対
し
、
本
県
中
学
生
で
は
七
割
を
超
え
、
東
京
、
千
葉
、

神
奈
川
等
の
大
都
市
に
続
い
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
「
裏
サ
イ
ト
」
や
「
プ
ロ
フ
」
と
い
っ
た
サ
イ
ト

掲
示
板
に
悪
口
を
書
き
込
む
な
ど
の
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
深

刻
化
す
る
中
、
一
昨
年
実
施
し
た
「
携
帯
電
話
に
関
す
る

実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
本
県
で
も
ネ
ッ
ト

上
に
悪
口
な
ど
を
書
き
込
ん
だ
経
験
が
あ
る
中
学
生
が

一
四
・
六
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
一
方
、パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
と
し
て
は
、
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
に
勝
手
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
掛
け
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
な

く
し
て
し
ま
っ
た
り
、
大
量
の
情
報
を
送
り
付
け
て
学
校

の
サ
ー
バ
ー
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
小
学
生
も

現
れ
る
な
ど
、
教
師
や
保
護
者
が
考
え
て
い
る
以
上
に
深

刻
な
状
況
で
す
。

○
人
権
侵
害
等
へ
の
対
応

　
当
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
度
実
施
し
た
調
査
結
果
で
は
、

ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
学
校
が
確
認
し
た
学
校

数
は
中
学
校
で
全
体
の
約
半
数
で
し
た
。
生
徒
本
人
や
保

護
者
か
ら
誹ひ

ぼ

う謗
中
傷
の
書
き
込
み
が
あ
る
と
相
談
が
あ
っ

て
も
、
学
校
や
教
育
委
員
会
が
利
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
は
有

害
サ
イ
ト
な
ど
に
接
続
で
き
な
い
よ
う
に
フ
ィ
ル
タ
ー
が

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
確
認
作
業
は
教
員
私
有
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
わ
ざ
る
を
え
ず
、
対
応
に
手
間
取
る
と
と
も
に
ウ
ィ

ル
ス
感
染
な
ど
の
危
険
を
教
員
個
人
が
負
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
教
育
セ
ン
タ
ー

で
は
所
内
に
設
置
し
た
特
別
な
パ
ソ
コ
ン
で
「
パ
ソ
コ
ン

等
の
サ
イ
ト
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
人
権
侵
害
対
応
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
し
、
ネ
ッ
ト
上
の
監
視
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
公
的
機
関
が
直
接
監
視
活
動
を
行
っ

て
い
る
こ
と
は
、
先
進
的
な
取
組
み
で
、
他
県
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
子
供
や
学
校
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
悪
質
な
書
き
込
み
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
学
校
に
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
書
き
込
み
な
ど
の
問
題
を
発

見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
と
セ
ン

タ
ー
の
専
用
パ
ソ
コ
ン
で
内
容
を
確
認
し
問
題
解
決
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
セ
ン
タ
ー
で
一
元
的
に
確
認
を
行

う
こ
と
に
は
、
使
わ
れ
や
す
い
サ
イ
ト
な
ど
、
書
き
込
み

に
関
す
る
傾
向
を
分
析
し
や
す
い
利
点
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
度
は
相
談
活
動
と
と
も
に
、
掲
示
板
へ
の
誹
謗
中
傷
の

取
り
消
し
、有
害
サ
イ
ト
接
続
へ
の
対
応
、個
人
情
報
（
写

真
）
等
の
ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込
み
に
対
す
る
注
意
等
、
約

三
十
件
の
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
処
理
を
行
い
ま

し
た
。

○
情
報
モ
ラ
ル
教
育

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
必
要
な
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
に

は
、
ま
ず
教
員
や
保
護
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
た
上
で
、
児
童
生
徒
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
問
題
に
直
面
し
な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
直
面
し
て
も
児
童
生
徒
が
心
身
に
大
き
な
傷
を
受
け

る
こ
と
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
さ
ら
に
家
庭
で
も
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
す
る

際
、児
童
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
十
分
検
討
し
、

守
る
べ
き
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
注
意
事
項
な
ど
を
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
使
い
方

に
よ
っ
て
は
、
加
害
者
に
も
、
被
害
者
に
も
な
り
得
る
手

段
を
児
童
生
徒
に
も
た
せ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
を
も
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

14

●子供を取り巻くネット社会と情報モラル教育 ●

子
供
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト
社
会
と
情
報
モ
ラ
ル
教
育

― 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
　
情
報
教
育
部 

―



＊＊＊レファレンスの道具箱　テーマ別調べ方ガイド＊＊＊

◇山梨県のスポーツ史について調べる◇
県立図書館　

 スポーツ史を全般的に調べるには
　山梨県内や市町村内でスポーツがどのように行われてきたか、現状はどうなっているかを調べるには、県や市町

村の体育協会で発行している資料や県史、市町村誌で全体的な動向をつかむことができます。最近では、都留市・

大月市・韮崎市・富士吉田市の協会 50 年記念誌が発行されています。また、高野連や高体連などの協会誌も役に

立ちます。

『山梨県体育史　１～３巻』（山梨県体育協会）

　１巻は 1969 年、2 巻は 1989 年、3 巻は 2008 年とほぼ 20 年おきに発行されています。県の体育行政や地域体育

団体や加盟している種目別競技団体なども掲載されています。

 種目別に調べるには
　種目別の歴史や現状は各団体が出している記念誌や逐次刊行物を使って調べることができます。弓道連盟や柔道

連盟、グラウンド・ゴルフ協会の記念誌が最近発行されています。野球やラグビーなど有名な種目では、その歴史

や活動状況をまとめた図書も発行されています。

『山梨のサッカー　過去・現在・未来をつなぐパス』（山梨日日新聞社　2005 年刊）

　甲府クラブ～ヴァンフォーレ甲府の歴史を中心に山梨県サッカー協会の活動状況など県内サッカー界の様子を紹

介しています。巻末には山梨県サッカー年表がついています。

 郷土出身のスポーツ選手を調べる
　サッカーの中田英寿らプロスポーツで活躍した選手や飯室芳男、萩原智子といったオリンピックで活躍した選手、

ポール・ラッシュらスポーツ振興に関わった人々の伝記を所蔵しています。また、山梨県関係の人物情報をリスト

にまとめた資料などでも調べることができます。

『21世紀－山梨の 100 人』（山梨新報社　2002 年刊）

　武藤敬司、小林雅英ら現在も活躍中のアスリートや指導者が多数収録されています。

 統計・大会の記録を調べる
　山梨県や各市町村では、「山梨の生涯スポーツ」などスポーツに関する統計がまとめられています。各大会の結

果や様子は、当時の新聞からも調査できますが、国体やインターハイといった大きな大会は記録集が出ています。

　また最近は各団体のホームページ上に、統計や大会の結果が公開されています。

☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆

 インターネットで調べる  

（財）山梨県体育協会（http : / /www.sports .p ref .yamanashi . jp /ys i_wdm/html / ta ikyo/）

県内のスポーツイベント情報や活動の様子が掲載されています。また加盟団体へのリンク集があります。

☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆

※ 今回紹介した資料以外にも関連資料を所蔵しております。ご利用ください。
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山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

　
　
唐か

ら

　

沢さ

わ

　

堰え

ん

　

堤て

い

（

北
杜
市
白
州
町
）

（
平
成
二
十
二
年
一
月
十
五
日
登
録
）

　

唐
沢
堰
堤
は
、
国
（
内
務
省
）
が
、
富
士
川
水
系
釜
無
川
上
流
に
最
初
に
築
い
た
砂
防
堰
堤

で
、
本
堰
堤
、
副
堰
堤
、
水
叩
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
複
数
の
施
設
か
ら
構
成
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
一
年
に
着
工
し
、
戦
争
中
の
工
事
休
止
（
昭
和
十
九
年
か
ら
昭
和
二
十
二
年
）
を
経

て
、
昭
和
二
十
五
年
に
竣
工
し
た
表
面
石
積
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
堰
堤
で
あ
る
。
堤
長

一
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
堤
高
十
二
メ
ー
ト
ル
の
本
堰
堤
に
、
水
叩
、
副
堰
堤
を
連
続
的
に
築
き
、

直
下
に
は
三
メ
ー
ト
ル
角
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
十
七
基
並
べ
て
洗
掘
を
防
い
で
い

る
。
唐
沢
堰
堤
の
基
礎
は
砂
礫
層
で
あ
っ
た
た
め
、
砂
礫
地
盤
で
の
局
所
洗
掘
防
止
の
技
術
が

駆
使
さ
れ
て
い
る
。

　

釜
無
川
は
、
現
在
も
土
砂
の
流
出
等
が
激
し
い
流
域
で
あ
る
た
め
、
流
域
内
の
砂
防
施
設
は
、

幾
度
と
な
く
被
災
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
唐
沢
堰
堤
は
、
軽
微
な
損
傷
が
生
じ
て
い
る

も
の
の
竣
工
当
時
の
形
状
を
維
持
し
て
い
て
、
保
存
状
況
は
良
好
で
あ
り
、
富
士
川
流
域
で
の

昭
和
初
期
の
砂
防
技
術
史
上
貴
重
な
堰
堤
と
し
て
、
当
時
の
砂
防
計
画
や
施
工
技
術
、
施
工
方

法
等
施
工
に
関
わ
る

歴
史
を
現
在
に
伝
え

る
、
歴
史
的
価
値
の

高
い
砂
防
施
設
と
い

え
る
。

　

本
堰
堤
か
ら
水
が

流
れ
落
ち
る
様
は
、

滝
の
よ
う
な
迫
力
が

あ
り
、
良
好
な
渓
流

空
間
を
醸
し
出
し
て

い
る
。

作品タイトル

「ぼくのくつ」

　自分の靴をモチーフに作りました。新聞紙を

芯にしてまるめ紙粘土をつけてハムのような形

の土台から、苦戦しながらも徐々に靴らしく形

成していきました。靴らしくなっていくにつれ、

作品作りへの意欲が高まっていきました。左の

早川君の作品は、靴紐の形まで丁寧に表現でき

ました。右の手塚君の作品は、大胆に形を捉え

て力強いものになりました。

指導者：竹内陽子

表紙を飾る

県
立
わ
か
ば
支
援
学
校
　

　
高
等
部
１
年

手
塚
　
千
尋
（
右
）

早
川
　
悠
平
（
左
）

教
育
や
ま
な
し
（
二
三
二
号
）
平
成
二
十
二
年
九
月
十
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
四
一

主な行事予定

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
テ
ィ
オ
リ
エ
写
真
展

い
ま
よ
み
が
え
る
一
九
世
紀
末

ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の
写
真
家
」

９
／
４
〜
10
／
17

■
特
別
展

「
小
林
一
三
の
世
界
展

逸
翁
美
術
館
の
名
品
を
中
心
に
」

10
／
30
〜
11
／
30

県
立
博
物
館

■
企
画
展

「
甲
斐
源
氏

−

列
島
を
駆
け
る
武
士
団

−

」

10
／
９
〜
12
／
６

県
立
考
古
博
物
館

■
特
別
展

「
発
掘
さ
れ
た
女
性
の
系
譜

～
女
性
・
子
ど
も
・
家
族
の
造
形
～
」

10
／
９
〜
11
／
28

県
立
文
学
館

■
企
画
展

「
井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太

　
　
　
　
往
復
書
簡
そ
の
四
十
年
」

　
９
／
18
〜
11
／
23

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html

本堰堤

全景


